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ＪＡ京都中央 令和７年７月８日 No.７６３ 作成者 荒木俊光 

 

猛暑の夏、水稲の高温対策を行いましょう 

)) 

―ＴＡＣ information―  

水稲では出穂後 20 日間の平

均気温が 27℃以上で背白粒、基

白粒などの白未熟粒が発生し、

28℃以上で多発します。高温年

は出穂が早まり、登熟期の高温

を受けやすくなります。 

白未熟粒は、基本的に光合成

が十分に行えないことに起因

します。根張り充実のための対

策、籾数が過剰にならない対

策、登熟期に葉色が薄くならな

い対策を行うことが必要です。 

京都パルスプラザでJA京都中央「ふれあい感謝祭」

が行われます。農機具の大展示会をはじめ、京都産新

鮮野菜の販売、京都産新鮮野菜を使用したキッチンカ

ーの美味しいお料理やスイーツ、各支店のブース、京

都市・ミツカン・営農販売課のコラボブースのほか、

ステージではアンパンマン交通安全キャラバンも開

催されます。恒例の除草剤特価販売などもあります。 

8 月２日（土）１０：００～１６：００ 
 

８月２日ふれあい感謝祭！！  

 

１ かけ流し灌がいや間断灌がいを行う（かけ流しは夜間の効果が高い）。 

２ 一発肥料で高温のため肥切れが生じた場合は、追肥を行う。 

３ 基肥・追肥体系の場合、籾数が過剰にならないよう１回目の穂肥を半分にする。 

４ 出穂１０～２０日前のフジワンパック、フジワン粒剤の施用。効果は「高温登熟下にお

ける白未熟粒の発生軽減」。発根促進による吸水量、光合成量の増大が図れます。また、イ

ネカメムシの防除も兼ねる場合はフジワンラップ粒剤のこの時期の施用がお勧めです。 

５ 葉を直立させるためにケイ酸カリを中干し前に施用（４０ｋｇ/１０ａ）、基肥に施用し

ている場合はこの時期の施用は必要ありません。 

６ 出穂期に葉色が薄い場合は、10ａ当たり窒素成分で１～２ｋｇの実肥を施用する（硫安

で５～１０ｋｇ、１７－０－１７で６～１２ｋｇ）。 

 

2024 年ふれあい感謝祭 

（農研機構資料より） 

≪高温障害の対策例≫ 

https://www.jeinou.com/assets_c/2020/04/2020_09ine10_image2-40840.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「シナチクノメイガ」情報 2025.7.8 

２０２４年７月に「タケ類」の葉を幼虫が加害し、加害された葉が褐変する被

害が管内において多く発生しましたが、「タケノコ」に対する被害は、現在のと

ころ、判明しておりません。 

２０２５年１月８日、京都府病害虫防除所より、「植物防疫法第２９条第１

項に基づく措置（たけのこのシナチクノメイガに対する防除）」について防除

に係る情報が発表され、エスマルクドライフロアブル(BT剤)の散布が可能にな

りました。 

 「シナチクノメイガ」においては、まだ、生態など不明な点等が多く、現在の

ところ、試験研究機関と協力し、生態を把握することや有効な防除時期、防除方

法など対策を協議しているところです。 

 現在、竹藪では、何らかの幼虫による葉を食害する被害が、一部に見られ始め

ております。 

平年や昨年の状況と比べるなど、異変や気になる点などが、ありましたら営農

販売課まで情報提供をお願い申し上げます。 
 


